
令和元年度 第１学期終業式辞 

 

令和元年７月１９日（金） 

 

６９日もあった１学期が今日で終わります。始業式で皆さんに伝えた「３つのＣ」 

（Ｃhance，Ｃhallenge，Ｃhange）を大切にしましたか。大野中生の強み（よさ）はたくさんあ

ります。それを土台にして，難しいことや新しい世界にぜひ Challenge してください。

また，「井の中の蛙」とならないために，本を読んだり，いろいろな人と Collaboration

を図る（協働する）ことが大切です。これから大野中をもっとワクワクするような学

校，居心地がいい学校にするために，「Ｃhance，Ｃhallenge，Collaboration，そしてＣ

hange」と「Ｃ」で始まる４つの単語を意識してみましょう。 

 

 今年の特設駅伝部には，男子１５名，女子４名が入部しました。タフな駅伝競技に自

らの意志で Challenge する１９名の皆さんには改めて敬意を表します。残念ながら女子

は人数が足りないため，大会には出場できません。ただし，４名の女子の皆さんは男子

と一緒に練習はできますので，ぜひ心身を鍛えてください。今後の生徒数の減少を考え

ると，特設駅伝部の大会への参加も難しくなるかもしれません。男子の皆さんは，「これ

が最後の大会になるかもしれない。」という気持ちで，悔いの残らないよう練習し，大会

に臨んでください。 

 

 明日から始まる夏休み中に，第二次世界大戦が終結したことを記念する日，また，第

二次世界大戦での戦没者を追悼し平和を祈念する日である８月１５日を迎えることか

ら，平和に関する話をします。 

８月５日から１０日まで，本校の生徒会長が，いわき生徒会長サミット事業の一つで

ある長崎派遣事業に参加します。この長崎派遣事業は，いわき市の子どもたちが，核兵

器の廃絶と平和を希求する気持ちを高めるとともに，ふるさとの復興を担う人材となる

ための意欲と実践力を身に付け，学んだことを広く発信するために行われます。長崎市

は今年の８月９日，原子爆弾が投下されてから７４年目を迎えます。昨年，長崎市の原

爆犠牲者慰霊平和祈念式典で，田上富久長崎市長は，次のような平和宣言を述べまし

た。 

「７３年前の今日，８月９日午前１１時２分。真夏の空にさく裂した一発の原子爆弾  

 により，長崎の街は無残な姿に変わり果てました。人も動物も草も木も，生きとし生け

るものすべてが焼き尽くされ，廃墟と化した街にはおびただしい数の死体が散乱し，川

には水を求めて力尽きたたくさんの死体が浮き沈みしながら河口にまで達しました。１

５万人が死傷し，なんとか生き延びた人々も心と体に深い傷を負い，今も放射線の後障

害に苦しみ続けています。原爆は，人間が人間らしく生きる尊厳を容赦なく奪い去る残

酷な兵器なのです。」 

   

1946 年に公布された日本国憲法は，平和主義を揺るぎない柱の一つに据えました。広

島・長崎が体験した原爆の惨禍とそれをもたらした戦争を，二度と繰り返さないという

強い決意を示し，その実現を未来に託したのです。そして，いわき市においても，昭和

６１年３月に「非核平和都市宣言」を制定し，核兵器の廃絶と恒久平和の実現を今日ま



で目指してきました。 

しかし，第二次世界大戦終結から７３年がたった今も，世界には 14,450 発の核弾頭が

存在しています。また，核兵器を使って軍事力を強化しようとする動きが強まっている

のも事実です。このような時代に，平和な世界の実現に向けて，私たち一人一人ができ

ることはたくさんあります。本校の生徒会長のように被爆地を訪れ，核兵器の怖さと歴

史を知ることはその一つです。また，自分のまちの戦争体験を聴くことも大切です。な

ぜならば，体験は共有できなくても，平和への思いは共有できるからです。さらには，

文化や風習の異なる外国の人たちと交流することで，相互理解を深めることも平和につ

ながります。自分の好きな音楽やスポーツを通して，平和への思いを表現することも可

能です。「戦争の文化」ではなく「平和の文化」を，私たち市民の力で世界中に広げてい

きましょう。 

東日本大震災による原発事故から８年が経過しました。しかし，今も放射能の影響は

福島県民を苦しめ続けています。震災と原発事故の被災地に住む私たちだからこそ，核

兵器の廃絶と平和を希求する気持ちを誰よりも確かに持ちたいものです。 

 

いよいよ明日から３７日間の夏休みが始まります。特に３年生にとっては，中学校生

活最後の夏休みとなり，一日一日がかけがえのない時間となります。受験生である３年

生も，１・２年生も，「夏休みにもっと努力すればよかった。」と後悔しないように，自

分をマネジメントしてください。さらには，頭だけでなく，心と体にエネルギーを蓄

え，実りの２学期に備えましょう。 

 

むすびに，２学期を全校生が揃って迎えられることを祈り，式辞とします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


